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L2 L2 L2 L2 256KBと小容量で短レイテ
ンシの占有L2キャッシュを
各コアに搭載

L2が間に挟まったため、L3
キャッシュは、CPU構成に
応じたスケーラブルな大容
量化が容易に

DDR3メモリインターフェイス
をCPUに内蔵。メインメモリ
アクセスを短縮

従来のパラレルFSBに代
わって、高速なチップ間イン
ターコネクトQPIを搭載

CPUコアを発展

キャッシュを
階層化

高速I/Oを内蔵

CPUコアのマイクロアーキテクチャを拡張
 SMT(Simultaneous Multithreading)
 階層化した分岐予測とTLB
 より深いバッファと広いout-of-orderウインドウ
 より高速な仮想マシン支援ハードウェア
 より高速なスレッド間同期

2～8コアまでCPUコアはス
ケーラブルな増減が容易な
モジュラー構造に

2個のCPUコアで共有する、
ややレイテンシの長いL2
キャッシュ

プラットフォームの互換性を
維持できる、従来型のFSB

2コア構成に最適化した
CPUコアとL2の構造

CPUコアのマイクロアーキテクチャを刷新
 4命令発行パイプライン
 Macro-Fusion
 128bits幅のSIMD演算ユニット
 投機的なロード実行(Memory Disambiguation)


